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　１月 19 日、東京国際フォーラムＢ 7 ホールにて、一般公
開シンポジウム「理屈？屁理屈？理屈ぬき？−−考える心、感じ
る心−−」を開催した。このシンポジウムは２つの特筆すべき点
を持っている。第１は、グローバルＣＯＥで企画・開催される多
くのシンポジウムと異なり、おもな聴衆として研究者ではなく一
般の方を想定している点である。このようなシンポジウムを通じ
て、グローバルＣＯＥの活動を広く知ってもらい、研究領域の面
白さを理解していただこう、という趣旨である。実際に、この日
は約 240 名の参加者においでいただいたが、そのかなりの割合
は研究者以外の方であった。第 2 は、このシンポジウムが慶應
義塾大学グローバルＣＯＥプログラム「論理と感性の先端的教育
研究拠点」と京都大学グローバルＣＯＥプログラム「心が活きる
教育のための国際的拠点」の共催である、という点である。京
都大学と慶應義塾大学は、2007 年 9 月 27 日に「連携協力に関
する基本協定書」に調印しているが、両グローバルＣＯＥでも連
携して事業を進めることになっている。今回のシンポジウムはそ
の最初の企画、ということになる。
　シンポジウムは 3 部構成になっており、午前中の第１部では、
両グローバルＣＯＥプログラムの拠点リーダーである慶應義塾大
学教授の渡辺茂と京都大学の子安増生教授からそれぞれの拠
点の紹介があった。いずれも「心の研究」に関する学際的なプ
ログラムであり、多くの分野の連携により研究を進めていく構想
が熱く語られた。
　午後に入って第 2 部は、東北大学の瀬名秀明教授による「“生
命”と “非生命”の感情世界」と題する講演、関西大学の田尻
悟郎教授と慶應義塾大学教授の大津由紀雄による「論理と感性
のせめぎ合い−−言語教育の視点から」と題する対談が行われた。
瀬名教授は、『パラサイト・イブ』や『BRAIN VALLEY』の作
者として知られる作家であるが、文学作品や映画に登場するロ
ボットなどの感情と論理について語られた。田尻教授は、独自の
やり方で英語を教える名人英語教師であるが、授業の実演も含
めて大津教授との軽妙な掛け合いを行いながら、英語教育にお
ける論理と感性について語られた。田尻教授の授業実演に関し
ては、時間の関係上紹介できなかった部分も多かったようである

が、もう少し見たかった、という方も多かったのではないかと思
われる。
　第 3 部は、慶應義塾長の安西祐一郎の講演「論理と感性の
認知科学」で幕を開けた。安西塾長は、専門である認知科学の
立場から、人間の問題解決や人間とロボットとの相互作用におけ
る論理の働き、感情の働きについて語られた。第３部の最後は、
パネルディスカッションであったが、まず両グローバルＣＯＥの
拠点メンバー（事業推進担当者）それぞれ 2 人ずつから話題提
供が行われた。話題提供者とそのテーマは以下の通りである。
京都大学グローバルＣＯＥからは鈴木晶子教授：感覚のわざ―タ
クト、藤田和生教授：ねたみ、優しさ、思いやり―動物の高次
感情について、慶應義塾大学グローバルＣＯＥからは入來篤史
理化学研究所教授：知性進化の神経生物学、伊東裕司：裁判員
の判断におけるリクツとヒリクツ。論理と感性にまつわる、思想史、
実験心理学、神経生理学と様々な分野にわたる、多方向からの
アプローチが紹介された。続いて第 2 部、第 3 部の演者全員が
壇上に登り、ディスカッションを行った。ディスカッションは、そ
れぞれの研究や講演の内容が多岐にわたっていること、また司
会者としての伊東の力量不足から、まとまった結論を導き出すと
いうものにはならなかったが、論理と感性をめぐる研究の可能性
と面白さ、また多岐にわたる研究間の関連性などが示唆される
興味深いものであったといえよう。
　以上のほかに、本シンポジウムでは両グローバルＣＯＥの研究
者によるポスター発表とＮＩＲＳなどの研究装置の展示も行われ
た。休憩時間には、熱心な参加者と発表者のディスカッションが、
あちこちで行われ、装置のデモを興味深そうにのぞく参加者も多
くみられた。
　一般向けの企画として、一般参加者の方に興味を持っていた
だけたかどうかが気になるところであるが、アンケートをお願い
したところ非常に多くの方から回答をいただいた。ご協力に感謝
を表したい。
　厳しいご意見も頂いたが、おおむね企画趣旨にかなったシンポ
ジウムであったと思える回答であった。　　　　　    （伊東裕司）
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